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「ｖｅｒｄｅ」とは、ポルトガル語で「緑の」という意味です。 
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（ホームページにてブログも更新しております。そちらも是非ご覧ください。） 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



WBC のメキシコ戦に湧き、迎えた決勝アメリカ戦。メジャーリーガーばか

りの強敵に挑んだ侍たち。日本国民の多くが応援し、海外銀行の連鎖的な銀

行破綻で経済的に沈んだムードまでも払拭してくれたような、世界が熱気に

溢れた特別なイベントでした。テレビに映し出された、人、人、人。ソーシ

ャルディスタンスなんて何処へ。マスク無しでの大声援、世界が元に戻った

と思いました。野球は何十年振りの、にわかでも興奮と感動する試合。ヌー

トバー選手が画面に現れると「ヌーーーー」とヌーイング、からのペッパー

ミル。インタビューで何度も耳にした「全員野球」支えがあるから頑張れる、

あの人が頑張っているから自分も頑張れる。チームの為に役立ちたいと思え

る、チームプレイというもの、信じ合えることの素晴らしさを魅せていただ

きました。心が熱くなる、それがスポーツの一番の魅力かもしれない、チー

ムプレイを武器にした日本野球に、職場での自分を重ねる。あの人がとうに

かしてくれるではなく、自分がどんな仕事をしたらチカラになるのか考える。

そうすると、ワクワクが止まらない。常にファインプレイが出来るような気

持ちでいたい。ペッパーミルのパフォーマンスを生み出す自分でありたい。 

   

 

 

 

 

 

      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
春分の日の、ぼたもち。子供の頃はお彼岸のぼた餅

の意味が分からなく、まだ手もかじかむ季節、朝日

が昇る前から母が水につけた小豆を煮、もち米を炊

き、炊きたてのごはんを小判型に手で整え、餡で包

み、それを山積みに作っていました。有難くも思わ

ず、ただ文句をいいながら食べていましたが、餡子

が艶々に輝き、ふわふわで柔らかな、出来立ての牡

丹餅を食べていた贅沢を時が経て思う昨今です。 

社会福祉法人ほたか会 介護研修センター主催 令和 4 年度 介護技術コンテ

スト（ケアコン）が開催されました。今回表彰は逃しましたが、参加したこと

で気づいた事や、他者の技術を見て得たことを今後生かしていきたいと、参加

した者、見守った職員にとっても、大変有意義な経験となりました。 

 

春といえば健康診断シーズンです。健康状態等の把握に努め、重症化に至る 

前段階で支援することや生活機能の低下等を防止する意味があり、健康の 

保持増進、生活の質の維持及び向上を図ることを目的としています。 


